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4 月 18 日、有田川鉄道公園へと搬入
される鉄道車両が宙へと舞い上がりまし
た。“デゴイチ”の愛称で知られる蒸気
機関車「D51 827」です。

愛知県あま市で保管されていた車両
は、超大重量物の輸送を手掛けるアチハ
株式会社（大阪市住之江区）が譲り受け
たものです。同社と有田川町が連携し、
今後、車両整備や習熟訓練が鉄道公園で
実施されます。

石炭や火を用いず、圧縮空気で動く車
両としての復活は今夏の見込み。来園者
向けの体験も実施予定で、公園の新たな
顔として期待が寄せられます。

なお、次の運用地が決まり次第、車両
は搬出される予定です。

しみず温泉あさぎりの中庭で、4 月 2 日
（日）さくらまつりを開催しました。あい
にく桜はまだつぼみでしたが、天候に恵ま
れた会場では「しみず温泉阿

あ

氐
て

河
がわ

太鼓」「真
河美鈴歌謡ショー（清水民謡教室共演）」「カ
ラオケ大会」などイベント盛り沢山。

ドライブがてらお立ち寄りいただいた県
外の方もいれば、ご近所さん同士でいらっ
しゃった方も。
「これに来んと春は始まらんさけよぉ」

と言ったのは、あさぎりの近くに住むおば
あちゃん。そのほころんだ笑顔につられて、
桜のつぼみが開花に向けて膨らみ始めた一
日となりました。

新たな“デゴイチ”がお目見え

しみず温泉
さくらまつり
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4 月 1 日（土）、有田川町清水に新しい図書室「しみ
ず図書室」が八幡中学校内に誕生しました。一般の方
もご利用できますので、どんどんご利用ください！
「しみず図書室」の名称は、八幡中学校の生徒が考

えてくれました。「【し】しりたいこと【み】みたいこ
と【ず】ずっと大切に」の思いが込められています。

【開館時間】 火曜日～土曜日　9 時～ 17 時
 （昼休み 12 時 30 分～ 13 時 30 分）
【休 館 日】 日・月曜日、祝日、年末年始
【電話番号】 ２５−１７８８

「しみず図書室」がオープン！

有田川 防災まちづくり vol.17

一人一人が備える大切さ 問 吉備庁舎総務課

「今まで災害に見舞われたことがないから大丈夫」「災害が起こっても自分だけは助かる」…。
　予期しない危機に遭遇したとしても、人はこのような根拠のない思い込みにとらわれます。この
心理は、自身の防衛機能が働くためであり、災害時には大きな危険を生みます。

□ 役場から出される「避難情報」の意味を
正しく理解できていますか？

□ あなたの地域（居住地・職場など）の避
難場所を知っていますか？

□ 避難するとき、何を持ち出すべきか知っていますか？
□ 家族の安否確認方法を決めていますか？

大切な命を守るためには、一人一人が日頃から災害に備えること、いざというときに迅速な判断が
できること・行動がとれることが重要です。

毎年 6 月 1 日は自主防災組織活動の日
6 月 1 日を含む前後 1 週間（5 月 25 日～ 6 月 8 日）に、地域での自主防災活動を行いましょう！
有田川町には、89 組織の自主防災組織が結成され、活動しています。

□ あなたは、住んでいる地域の自主防災組織について知っていますか？
□ 住んでいる地域でどのような自主防災活動が行われているか知っていますか？

自主防災組織の活動に参加し、災害に備えましょう。
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4 月 1 日付けで人事異動を行いました。
紙面の都合上、部長級・課長級・班長級・
新採用・退職者のみの掲載となります。
※部長級・課長級における（　）内は旧職。
※頭◎は昇格もしくは昇任
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大型連休！

行楽シーズン！

今の時期は”ツツジパーク”

コ ス モ ス パ ー ク
いつものお弁当が、より美味しい

生 石 高 原
あなたの心を和紙（わし）づかみ！

体験交流工房わらし
秋の花・コスモスで有名な

「鷲ヶ峰コスモスパーク」は、
実はツツジのスポットでもあり
ます！ 5 月の初旬から中旬にか
け、ピンク色の花を咲かせます。

景色とツツジ、ぜひ一緒にお
楽しみください！

住所／長谷 244-2
※有田 IC 方面から田殿大橋・

北部農免道路を経て山間部へ
車で 30 分。

問金屋庁舎商工観光課

住所／生石
※有田 IC から車で約 40 分。
☎ 073-489-3586（山の家おいし）

住所／清水 1218-1
定休日／毎週水・木曜日、祝日
※ゴールデンウィークは休まず営業
体験受付時間／ 9 時～ 15 時
料金／紙すき体験 400 円
　　　うちわ作り体験 600 円
☎ 25-0621

ススキで有名な生石高原です
が、この時期はピクニック・ハ
イキングにぴったり。生石高原
で食べるお弁当…最高です！

快晴には四国まで見渡すこと
ができ、夜には視界一面に広が
る星空が。

また、日中のお出かけだけで
なく、キャンプも可能（詳細は「山
の家おいし」まで要問い合わせ）。

400 年の歴史を持つロマンあ
ふれる和紙「保田紙」の紙すき
やうちわ作りなどを体験してい
ただけます！世界に一つだけ、
あなただけのオリジナルうちわ
を作ってみませんか？

しみず温泉
住所／清水 1225-1
定休日／毎週木曜日
※ 5 月 4 日（木）は営業
営業時間／ 11 時～ 20 時
☎ 25-1126

かなや明恵峡温泉
住所／修理川 81-3
定休日／毎月第 2 金曜日
営業時間／ 11 時～ 21 時
☎ 32-5526

温泉といえば露天風呂。夜、晴れている
日には頭上に広がる満天の星空が！館内
では食事や特産物もご用意しています。

有田川を眼下に望み、せせらぎの音や野鳥のさえずりが聞こえ、
湯船は槙

まき
づくり…リフレッシュには最高のロケーション！

番外編
併せてゆっくり

温泉もいかが？

お出かけ先は
お決まりですか？



 

有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
介護予防講座

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

「気軽に楽しく、介護予防につながることができたら…」。
そうお考えの皆さまに朗報です！

主催／有田川町
共催／有田川町社会福祉協議会・和歌山県レクリエーション協会

楽しみながら介護予防
～地域で役立つレクリエーション～

講座内容

手軽にできる
健康体操
和歌山大学名誉教授

中　俊博先生

誤飲防止に！
お口の体操

レクリエーションコーディネーター

尾根　敬子さん

わらべうたとお手玉を使って
認知症予防

レクリエーションインストラクター

根来　葵さん

●日　時／5月28日（日）　13時～15時 30分
●場　所／金屋文化保健センター
●対　象／有田川町に在住もしくは勤務されている一般の方
●参加費／100円（資料代・保険代など）

お申し込みいただかなくても当日参加もできますが、
会場の準備の都合上、参加予定の方はなるべく
5月19日（金）までに地域包括支援センターまで
ご連絡ください！

広報ありだがわ　2017.57 広報ありだがわ　2017.5

この研修会は、平成 29 年度いきいきサポーター養成講座（3 期生）の 1 回分になります。
いきいきサポーター養成講座の今後の日程は、後日お知らせします。
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た
い
」
と
い
う

健
康
へ
の
思
い
は
、
誰
も
が
感
じ
る
こ
と

で
す
。

年
に
1
回
の
〝
け
ん
し
ん
〟
を
受
け
、

自
分
自
身
や
家
族
の
方
と
一
緒
に
健
康
に

向
き
合
う
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
を

受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
、

病
気
の
リ
ス
ク
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
の

全
て
の
人
が
対
象
で
す
。

有
田
川
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳

以
上
の
人
に
は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
黄
色

の
受
診
券
を
4
月
上
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
っ
て
何
？

特
定
健
診
を
受
け
た
後
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
数
に
応

じ
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
に

行
わ
れ
る
保
健
指
導
の
こ
と
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、
保
健
師
・
栄
養
士
が
、

特
定
健
診
後
の
健
診
結
果
の
見
方
を
は

じ
め
、
結
果
を
元
に
日
頃
の
食
生
活
や

運
動
、
そ
の
他
健
康
に
関
す
る
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

し
な
が
ら
、
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を

送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
対
象
の

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
通
じ
て
〝
健
康
〟

に
つ
い
て
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

「『
健
診
』
と
『
検
診
』
っ
て
意
味
が
違

う
の
？
」
と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
の
で
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

「
健
診
」
は
、
健
康
診
断
の
意
味
で
、
健

康
で
あ
る
か
否
か
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
検
診
」
は
、
特
定
の
病
気
を
早
期
発
見
、

早
期
治
療
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
（
胃

が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が

ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

※
各
種
が
ん
検
診
は
、
年
齢
や
医
療
機
関

で
受
診
で
き
る
内
容
が
異
な
り
ま
す
の

で
、健
康
推
進
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
お
勤
め
の
職
場
や
、
加
入
す
る

健
康
保
険
組
合
な
ど
で
も
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

子育て支援センターは、皆さまの子育てを応援します。
あそびのひろばでは、音楽に合わせて手遊びや体操、簡単なおもちゃ
作り、楽しいシアターなどを行っています。トランポリンやサイバー
ホイールで遊べるイベントも企画しているので、お気軽にお問い合わ
せくださいね！

子育てワンポイントアドバイス
たまにはがんばっている自分をほめてあげましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約）

◇ 9:30～ 11:30
◇13:30～ 16:30

子育て相談
・ほっとルーム
＆お外遊び

火曜日　
～木曜日

◇ 9:00～ 11:00
◇13:30～ 16:30

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	①10:00～11:30（9:30～受付）
	 ②14:00～15:00（13:30～受付）

「たまてばこ」さんの
絵本の

読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター
◆時間…第４水曜日10:00～11:00（9:30～受付）

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
☎090－7966－1697　　52－5474［FAX兼用］

特定健康診査受診率（％）
平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

和歌山県 30.3 30.7 31.8

有田川町 30.6 31.5 33.6

有田川町では和歌山県全体に比べて特定健康診査の受診率は若干高
いものの、対象の方のうち3人に2人は受診していないという現
状です。
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

5 月 12日（金）
8:00 ～ 8:30	粟生住民センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
9:00 ～ 9:30	五郷生活改善センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
5 月 14日（日）
8:00 ～ 9:00	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮
5 月 21日（日）
8:00 ～ 9:00	清水保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

5 月 27日（土）
8:00 ～ 9:00	きび保健福祉センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

5 月 29日（月）
8:00 ～ 8:30	大谷公民館
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
9:30 ～ 10:00	水尻公民館
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6 月 2日（金）
8:00 ～ 8:30	楠本区民センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
9:00 ～ 9:30	 沼区民センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 7日（水）金屋文化保健センター
※ 5月の健康相談はお休みです

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

5 月 1日（月）	清水保健センター

5 月 11日（木）	金屋文化保健センター

5 月 18日（木）	金屋文化保健センター

5 月 25日（木）	金屋文化保健センター

6 月 1日（木）	金屋文化保健センター

6 月 5日（月）	清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 29年 1月生まれ］

5月 23日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診	 ［平成 28年 6月生まれ］

5月 2日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診	［平成 27年 9月生まれ］

5月 17日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診	 ［平成 27年 2月生まれ］

5月 24日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診	［平成 25年 10月生まれ］

5月 10日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

5 月 1日（月）・6月 5日（月）

■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成29年3月）

加入者数 8,510 人

支払額 3 億 3,688 万円

1 人当たりの医療費 3 万 9,586 円

27 年度 1 人当たりの医療費（月） 3 万 9,767 円

27 年度 1 人当たりの医療費（年） 47 万 7,209 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間
9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00 ～ 11:00



　　　　　　　 10広報ありだがわ　2017.5広報ありだがわ　2017.5

住
宅
用
火
災
警
報
機

10
年
た
っ
た
ら

〝
と
り
カ
エ
ル
〟
！

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
目
的
は
、
火
災

の
発
生
を
素
早
く
知
る

こ
と
や
、
火
災
に
よ
る

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と

で
す
。
平
成
18
年
6
月

か
ら
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
取
り
替
え
の
目
安
は

10
年
で
す
。
古
く
な
る

と
、
電
子
部
品
の
劣
化

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
と
て
も
危
険
で
す
。
ご
自
宅
の
火
災

警
報
器
は
大
丈
夫
で
す
か
？
ま
ず
は
、
作

動
確
認
し
、
音
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
が

命
を
救
う

有
田
川
町
内
で
発
生
し
た
火
災
で
、

寝
室
で
就
寝
し
て
い
た
住
人
の
2
人

が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
音
に
気
づ

き
、
無
事
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
、
い

ち
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
車
・
救
急
車
な
ど
の

緊
急
走
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

消
防
車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど

の
災
害
現
場
に
急
行
し
、
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
消
防
活
動
を
行
い
、
ま

た
救
急
車
は
急
病
人
や
け
が
人
な
ど
に

応
急
処
置
を
行
い
、
速
や
か
に
病
院
へ

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
車
両
は
、
緊
急
時
に
迅
速

に
通
行
す
る
た
め
、
道
路
交
通
法
で
は

「
緊
急
自
動
車
」
と
し
て
、
一
般
車
両

よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
狭
い
道
路
で
は

駐
車
す
る
場
合
は
、
緊
急
自
動
車
の

通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
交
差
点
付
近
で
は

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
と
き

は
、
交
差
点
を
避
け
、
道
路
の
左
側
、

ま
た
左
側
に
寄
る
こ
と
が
緊
急
自
動
車

の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
場
合
は
道
路
の

右
側
に
寄
っ
て
停
止
す
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
4
件

救　
　

急
…
…
…
…
3
5
3
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
6
件

（
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 適正利用にご協力を！

定期的に作動確認し、音を聞きましょう！
ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認します。

しーん…

注）警報音はメーカーや製品により異なります。
●それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器本体
の故障」です。取扱説明書をご覧ください。

正常な場合は？ 音がならない場合は？
正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。 電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

●定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

緊急自動車が近づく
（サイレンを鳴らし赤色灯を点滅）

（左側に寄る）

（交差点を避ける）

緊急自動車に進路を
譲ってください
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

粗
大
ご
み
の
特
別
収
集

不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
電
化
製
品
や
自

転
車
な
ど
の
粗
大
ご
み
収
集
を
、
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
集
め
る
場
所
に
つ
い

て
は
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
日
時
や
場
所
を
守
り
、
区

役
員
の
指
示
に
従
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
吉
備
地
域

○
御
霊
地
区
／
5
月
29
日（
月
）

○
田
殿
地
区
／
5
月
31
日（
水
）

○
藤
並
地
区
／
6
月
2
日（
金
）

●
金
屋
地
域

○
石
垣
・
生
石
地
区
／
6
月
12
日（
月
）

○
五
西
月
地
区
／
6
月
14
日（
水
）

○
鳥
屋
城
・
岩
倉
地
区
／
6
月
16
日（
金
）

※
時
間
は
7
時
～
9
時
（
全
地
区
）

※
清
水
地
域
は
10
月
ご
ろ
実
施
予
定

出
し
て
も
よ
い
も
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
楽
器

類
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
健
康
器
具
、
自
転

車
、
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ッ
ド
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
電
気

こ
た
つ
、
音
響
機
器
、
照
明
器
具
、
幼
児

用
大
型
玩
具
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
4
品
目

以
外
の
家
電
製
品
な
ど

※
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
で
、

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。

※
電
池
や
燃
料
な
ど
は
、
全
て
取
り
除
く

こ
と
。

※
町
指
定
袋
へ
入
る
も
の
は
分
別
し
て
ご

み
集
積
場
へ
。

※
30
㎝
×
15
㎝
×
40
㎝
以
下
の
小
型
家
電

は
各
庁
舎
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
「
小

型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
へ
。

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の

●
大
き
す
ぎ
る
も
の

一
辺
が
2
m
を
超
え
る
も
の
・
縦
横

高
さ
の
合
計
が
3
m
を
超
え
る
も
の

●
営
業
用
・
事
業
用
の
物
品

農
林
業
関
連
資
材
（
ホ
ー
ス
・
タ
ン
ク
・

噴
霧
器
な
ど
）
や
パ
レ
ッ
ト
な
ど

●
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
お
よ
び
そ
の
部
品

タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・

ス
ポ
イ
ラ
ー
な
ど

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
指
定
4
品
目

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・
プ
ラ

ズ
マ
式
）・
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
を
含
む
）・

洗
濯
機
（
衣
類
乾
燥
機
を
含
む
）・
エ

ア
コ
ン
（
室
外
機
を
含
む
）

●
P
C
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
付
き
パ
ソ

コ
ン

●
危
険
な
も
の
・
専
門
業
者
以
外
で
処
理

で
き
な
い
も
の

消
火
器
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
草
刈
機
・
エ

ン
ジ
ン
類
・
ワ
イ
ヤ
ー
・
ガ
レ
キ
類
・

塩
ビ
管
・
針
金
・
ネ
ッ
ト
・
網
・
石
膏

ボ
ー
ド
・
建
築
廃
材
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
制
度

こ
の
補
助
制
度
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
施
策
で
す
。

補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
着
工

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
対
象
に
な

●吉備庁舎
●金屋庁舎
●清水行政局
●地域交流センター ALEC
●金屋文化保健センター

る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書
の

様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

●
太
陽
光
発
電
設
備
補
助
制
度

・
対
象
者
／
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

（
10
k
W
未
満
）
を
新
設
し
よ
う
と
す

る
方
で
、
本
年
度
中
に
電
力
会
社
と
電

力
需
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
完

成
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

方
。

・
補
助
額
／
最
大
出
力
1
k
W
あ
た
り

4
万
円
。
上
限
額
12
万
円
（
モ
ジ
ュ
ー

ル
出
力
で
計
算
）。

●
太
陽
熱
温
水
器
等
導
入
補
助
事
業

・
対
象
者
／
町
内
に
太
陽
熱
利
用
機
器

（
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器
な
ど
）
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
事
業
者
。

・
補
助
額
／
導
入
し
よ
う
と
す
る
機
器
費

用
の
3
分
の
1
以
内
。上
限
額
10
万
円
。

※
た
だ
し
貯
水
槽
を
屋
上
に
設
置
す
る
タ

イ
プ
の
も
の
は
、
一
律
7
万
円
。

・
対
象
シ
ス
テ
ム
／
太
陽
熱
を
給
湯
ま
た

は
空
調
な
ど
に
利
用
す
る
設
備
で
、
未

使
用
品
に
限
り
ま
す
。な
お
、サ
ン
ル
ー

ム
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
除
き
ま

す
。

小型家電回収ボックス
設置場所

小さい家電はこ
ちらへ！



こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

卒園式、卒業式の様子
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きび森の保育所

金屋第三保育所

安諦小学校

清水保育所

石垣小学校

白馬中学校



図書館
だより
問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センターALEC（アレック） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

広報ありだがわ　2017.513 広報ありだがわ　2017.5

ちいさな駅美術館
　　～ Ponte del Sogno ～

「武田美穂原画展」
「パパ・カレー」
5/2（火）～5/14（日）

「オムライスヘイ！」
5/16（火）～5/31（水）
※ 5/11（木）は臨時休館
※各原画展の最終日は 15 時で終了

5 月のイベント
■おはなしマラソン
　日時／ 5 月 13 日（土）10:30 ～
　場所／金屋図書館

■おひざでだっこのおはなし会（わらべうた教室）
　日時／ 5 月 9 日（火）10:00 ～ 11:00
　場所／金屋図書館
　プログラム／春の手仕事
　対象／ 4 カ月児～ 2 歳児

■ブックラザ
　日時／ 5 月 25 日（木）10:00 ～ 11:00
　場所／金屋図書館
　プログラム／パクパクなんでもいただきま～す♪
　対象／ 2 歳児～未就園児

一　般　書
▶小説◀

『再起動』………………………………… 岡本学 // 著

『キャピタル』……………………………加藤秀行 // 著

『ぼくの死体をよろしくたのむ』………川上弘美 // 著

『岩場の上から』………………………… 黒川創 // 著

『紙のピアノ』……………………………新堂冬樹 // 著

『家と庭』…………………………………畑野智美 // 著

『今ひとたびの、和泉式部』……………諸田玲子 // 著

『ガーディアン』………………………… 薬丸岳 // 著

▶くらし◀
『定年男子定年女子』……… 大江英樹・井戸美枝 // 著

『「パパは大変」が「面白い！」に変わる本』
……………………………………………安藤哲也 // 著

『一人を楽しむソロキャンプのすすめ』 …堀田貴之 // 著

『お菓子生地づくりに困ったら読む本』 …山崎正也 // 著

『あると便利なお漬けもの』……………大原千鶴 // 著

『世界手芸紀行』……………………… 日本ヴォーグ社

『子どもの防犯マニュアル』……………舟生岳夫 // 著

『お祝いのスピーチきちんとマナーハンドブック』
……………………………………………杉本祐子 // 著

▶健康◀
『SLEEP』 …………… ショーン・スティーブンソン // 著

『イップス』……………………………… 石原心 // 著

『子宮がん・卵巣がん』…………… 宇津木久仁子 // 著

児　童　書
『コウノトリのコウちゃん』………… かこさとし // 作

『生きる』……………………………… 谷川俊太郎 // 詩

『春待つ夜の雪舞台』…………………… 斉藤洋 // 作

「ますだくん」シリーズや
「ざわざわ森のがんこちゃん」シリーズでおなじみ！

武田美穂さんのイベント開催！
ダンボール迷路を作ろう
●日時／ 5 月 5 日（金）13 時～ 15 時
●場所／地域交流センター ALEC
●対象／どなたでも（未就学児は保護者同伴）
●申し込み／不要
※雨天時は人数制限を行う場合があります。

パパ（ママ）とつくろう！パパ・カレー！
●日時／ 5 月 6 日（土）10 時～
●場所／金屋文化保健センター 1 階栄養指導実習室
●対象／小学生とその保護者
●定員／親子 10 組（先着）
●体験料／ 500 円　※一人追加につき +250 円
●申し込み／金屋図書館で受け付け中
　　　　　　（定員になり次第受け付け終了）
※電話での申し込みは不可
※申し込み時に体験料と、参加者１人につき米 1 合をお預かりします。

新着図書案内
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退
職
後
、
元
職
場
の
先
輩
か
ら
の
薦
め

も
あ
っ
て
、
人
権
機
関
有
田
川
の
委
員
と

し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し

た
。
一
年
が
過
ぎ
、
本
機
関
の
目
的
を
今

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
た
。「
基
本
的
人

権
の
尊
重
の
理
念
を
広
く
普
及
さ
せ
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
努
め
、
町
民
が
互
い
に

認
め
合
い
、
か
つ
守
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

る『
幸
福
な
生
活
が
営
め
る
ま
ち
づ
く
り
』

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」と
あ
り
ま
す
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
定
年
退
職

後
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
に
今
も
住
ん
で

い
ま
す
。
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
周
り
に
は
、
お
一
人
で
お
住
ま
い
の
方

や
ご
高
齢
の
方
も
多
く
い
ま
す
。

私
は
中
学
生
時
代
の
同
窓
会
に
参
加
し

た
の
を
機
に
、
友
達
と
一
緒
に
健
康
管
理

の
た
め
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
た
わ
い
も
な
い
話
を
し
な
が
ら
、
笑

い
合
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
足
元
に
咲
く

草
花
を
見
つ
け
て
は
季
節
の
移
ろ
い
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
通
り
す
が
り
の
車
か
ら

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
同
じ
よ
う
に

歩
く
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
た
ち
に
出
会

い
、
話
が
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
体
が
温
か
く
、
軽
く
な
っ
て
、
帰
っ

て
き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
心
も
ほ
っ

こ
り
と
し
て
き
ま
す
。
野
菜
の
作
り
方
や

昔
の
ま
ち
の
様
子
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
う
い
う
身
近
な
人
生
の

先
輩
方
か
ら
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

自
分
に
も
家
族
に
も
年
月
を
重
ね
て
い

く
中
に
は
平
穏
な
日
々
ば
か
り
で
な
く
、

健
康
を
害
し
た
り
不
慮
の
災
難
に
出
く
わ

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

つ
ら
い
と
き
に
、
友
達
や
隣
人
た
ち
に
話

を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
り
…
。
ど
ん
な
に
心
の
支

え
に
な
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
は
本
当
に
小
さ
な
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
で

元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
望
み

と
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
た
思
い
や
り

の
心
を
忘
れ
ず
に
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

一
つ
ず
つ
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
！

人
権
機
関
有
田
川　

武
内　

照
美

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
こ
の
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
た
り
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
に
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ

て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き
は
、
最
寄

り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所
、
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
だ
よ
り
　
137笑

顔
を
忘
れ
ず
に
！

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

憲
法
や
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

毎
年
、
5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日
を
含

ん
だ
5
月
1
日
～
7
日
は
憲
法
週
間
で

す
。日

本
国
憲
法
は
「
国
民
主
権
」「
平
和

主
義
」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
を
重
要

な
3
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
的
人
権
は
人
間
が
人
間
ら

し
い
生
活
を
す
る
上
で
、
誰
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
で
あ
り
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

６
月
１
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム
・
金
屋
文
化
保
健

セ
ン
タ
ー
・
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
～
16
時

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

5
月
1
日（
月
）～
7
日（
日
）は

憲
法
週
間
で
す

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

大
西　
恭
子
（
井
谷
）

柏
木　
敦
子
（
庄
）

栗
山　
昌
之
（
尾
中
）

鈴
間　
眞
佐
子
（
三
田
）

高
居　
涼
子
（
明
王
寺
）

田
又　
和
彦
（
吉
原
）

橋
本　
彰
（
水
尻
）

畑
中　
泰
武
（
小
川
）

前　
覚
（
二
川
）

山
口　
芳
子
（
青
田
）

5
月
1
日
現
在　
50
音
順　
敬
称
略

法務省
平成 29 年度

啓発活動重点目標

みんなで
築こう
人権の世紀

～考えよう相手の気持ち
未来へつなげよう
違いを認め合う心～

お
知
ら
せ
　
人
権
特
設
相
談
所
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 29 年 3 月 31 日現在）

人口 27,007 人

男 12,713 人

女 14,294 人

10,501 世帯

交通事故発生件数
（３月中、物損含む）

有田川町 55 件
死者 0 人　負傷 4 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

巡
回
法
律
相
談

離
婚
・
相
続
・
架
空
請
求
な
ど
で
お
困
り

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
６
月
７
日（
水
）
13
時
～
16
時

　

※
事
前
予
約
制

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

●
初
回
費
用
／
無
料

●
定
員
／
６
人
（
先
着
順
）

●
予
約
受
付
期
間
／
５
月
８
日（
月
）９
時

～
６
月
６
日（
火
）
16
時

※
相
談
対
象
と
な
る
方
は
、
収
入
・
資
産

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
■申
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
和
歌
山

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
和
歌
山
）

☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
５
７

健 

康

◆
◆
◆

特
定
健
康
診
査

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
！

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯
の
40
歳
以

上
の
方
は
全
額
納
付
が
完
了
次
第
、
特
定

健
康
診
査
を
無
料
で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
健
康
推
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
無
料
で
特
定
健
康
診
査
を

受
診
い
た
だ
け
る
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

献 

血

◆
◆
◆

5
月
の
献
血

●
5
月
23
日（
火
）

・
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎

　
　
　
　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

●
5
月
29
日（
月
）

・
坂
口
製
作
所　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

・
有
田
川
町
役
場
清
水
行
政
局

13
時
30
分
～
16
時

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

案 

内

◆
◆
◆

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

ご
存
じ
で
す
か
？

●
本
年
は
、民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
で
す

大
正
6
年
に
岡
山
県
で
創
設
さ
れ
た
済

世
顧
問
制
度
を
源
と
す
る
民
生
委
員
制

度
。
今
年
で
創
設
１
０
０
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

22
年
に
公
布
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
に
お
い

て
創
設
さ
れ
た
児
童
委
員
制
度
も
、
70
周

年
の
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
長
き
に
わ
た
る
間
、
民
生
委
員
は

常
に
住
民
に
寄
り
添
い
、そ
の
見
守
り
役
、

相
談
役
と
な
っ
て
人
び
と
の
安
心
、
安
全

の
た
め
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
今
日
に
あ
っ
て
も
、
経

済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
、
虐
待
、
い
じ

め
、
非
行
な
ど
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
課

題
は
一
層
複
雑
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
に
お
い
て
、
皆
さ

ま
と
の
協
働
・
連
携
が
大
切
と
な
り
ま

す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
5
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

有
田
川
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
97

人
は
「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た
お

も
い
や
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

安
全
で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
多
く
の
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
、
秘

密
を
守
り
、
活
動
し
ま
す
。
高
齢
者
に
関

す
る
こ
と
・
障
害
者
に
関
す
る
こ
と
・
子

ど
も
に
関
す
る
こ
と
・
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。各
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
名
簿
は
、
広
報
あ
り
だ
が
わ

平
成
29
年
2
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み
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第
2
次
有
田
川
町

長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
本
町
の
次

の
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
2
次
有
田
川
町
長
期
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

目
指
す
将
来
像
に
掲
げ
た
の
は
「
～
川

が
結
び
、
川
が
は
ぐ
く
む
、
森
と
ま
ち
～　

人
が
集
い
、
想
い
を
紡
ぎ
、
新
し
い
流
れ

を
つ
く
る
ま
ち
」。
行
政
と
住
民
が
と
も

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
が
示
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に

基
づ
き
、
住
民
と
行
政
の
協
働
と
創
意
工

夫
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
役
場
各
庁
舎
な

ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
日
本
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要

な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に

は
、
5
月
中
旬
か
ら
6
月
に
か
け
て
統
計

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
す
る

か
、
国
か
ら
直
接
調
査
票
が
郵
送
で
届
き

ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、

ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

N
O
S
A
I
わ
か
や
ま
か
ら

果
樹
共
済
の
お
知
ら
せ

果
樹
共
済
は
、
掛
け
金
の
半
分
を
国
が

負
担
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
自
然
災
害
な

ど
で
受
け
た
損
害
を
補
て
ん
す
る
公
的
保

険
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
農

業
共
済
組
合
（
N
O
S
A
I
わ
か
や
ま
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
30
日（
金
）
ま
で

問
和
歌
山
県
農
業
共
済
組
合
中
部
支
部

　
　

☎
0
7
3
7
‐
6
3
‐
5
1
2
1

　

海
草
出
張
所

　
　

☎
0
7
3
‐
4
8
2
‐
2
2
0
5

平
成
29
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

●
試
験
の
区
分
／
事
務
・
技
術
・
農
業
・

農
業
土
木
・
林
業

●
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
6
月
19
日（
月
）

～
6
月
28
日
（
水
）

●
第
1
次
試
験
／
9
月
3
日（
日
）

●
試
験
地
／
和
歌
山
市
・
田
辺
市
ほ
か

●
受
験
案
内
／
5
月
9
日（
火
）
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情

報
N
A
V
I
」
に
掲
載
し
ま
す
。

問
人
事
院
近
畿
事
務
局

　
　

☎
0
6
‐
4
7
9
6
‐
2
1
9
1

二
川
温
泉
・
白
馬
の

営
業
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

平
素
は
当
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
「
二
川
温
泉
」
は
源
泉
の
枯
渇

と
配
管
設
備
な
ど
の
腐
食
劣
化
の
た
め
、 

正
常
な
温
泉
営
業
の
継
続
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
4
月
1
日
か
ら
休
業
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
施
設
「
白
馬
」
に
関
し
ま

し
て
も
、
温
泉
で
の
入
浴
を
伴
う
宿
泊
業

務
が
で
き
な
い
た
め
、
今
後
は
完
全
御
予

約
に
よ
る
法
事
な
ど
の
各
種
ご
宴
会
、
仕

出
し
な
ど
の
食
堂
業
務
の
み
の
営
業
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
、
誠
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
有
田
川
町
ふ
る
さ
と
開
発
公
社

　
　

☎
２
５
‐
0
2
2
1

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

広告

ご注意ください

●複数納期限のある税金（町
県民税・固定資産税・国
民健康保険税）について
は、全期分および期別分
の納付書をまとめて送付
します。期別で納付され
る場合は、各自で納付書
の保管をしてください。

● 30 万円を超える納付書はコ
ンビニでの取り扱いができま
せんので、ご了承ください。

口座振替が便利です！
口座振替は一度登録すると、

変更のない限り登録いただい
た口座から振り替えますので、
年度が替わっても再度申請す
る必要がありません。口座振
替の手続きは各種金融機関で
行ってください。

軽自動車税

全期 平成 29 年 5 月 31 日
納税通知書および納付書は５月 10
日ごろ発送予定です。
口座振替の方は、納税通知書のみ送
付します。

固定資産税

第 1 期 平成 29 年 5 月 31 日
第 2 期 10 月 2 日
第 3 期 11 月 30 日
第 4 期 平成 30 年 1 月 31 日

納税通知書および納付書は５月 18
日ごろ発送予定です。
口座振替の方は、納税通知書のみ送
付します。
※前納報奨金付きの納付書は、コン

ビニではお取り扱いできませんの
で、ご注意ください。

町県民税（普通徴収の方）

第 1 期 平成 29 年 6 月 30 日
第 2 期 10 月 2 日
第 3 期 11 月 30 日
第 4 期 平成 30 年 1 月 31 日

納税通知書および納付書は 6 月 9 日
ごろ発送予定です。
口座振替・年金天引きの方は、納税
通知書のみ送付します。

国民健康保険税

第 1 期 平成 29 年 7 月 31 日
第 2 期 8 月 31 日
第 3 期 10 月 2 日
第 4 期 10 月 31 日
第 5 期 11 月 30 日
第 6 期 平成 30 年 1 月 4 日
第 7 期 1 月 31 日
第 8 期 2 月 28 日

納税通知書および納付書は 7 月 14
日ごろ発送予定です。
口座振替の方は、納税通知書のみ送
付します。
※国民健康保険の加入者数に変更が

あったり、国民健康保険に加入・
脱退されたりする場合は、必ず手
続きが必要です。

※国民健康保険税は、世帯主に課税
されます。

平成 29 年度
町税納期限一覧

平成 29 年度の各種町税の
納期限は左記のとおりです。

納期限を過ぎると、その日
数に応じて延滞金が加算され
ますので、お忘れのないよう
に納付してください。
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

大字 氏名

天
てん

満
ま

熊岡　高司

一
ひと

ツ
つ

松
まつ

中林　正良

北
きた

筋
すじ

矢田　富一

高
たか

瀬
せ

橋爪　庸一

土
は

生
ぶ

小林　敬明

植
うえ

野
の

岩﨑　功

奥
おき

辻岡　豊規

水
みず

尻
しり

上山　勉

熊
くま

井
い

竹本　俊雄

熊
くま

井
い

なぎの里
さと

金澤　真由美

明
みょう

王
おう

寺
じ

佐々木　利純

小
お

島
しま

藤岡　昌秀

野
の

田
だ

宮所　義男

大
おお

賀
か

畑
はた

岡崎　正義

田
た

口
ぐち

本下　浩久

大
おお

谷
たに

則藤　将之

井
いの

口
くち

前田　晃

賢
かしこ

武田　和也

田
た

角
ずみ

刀祢　孝

長
なが

谷
たに

岩祖　秀幸

船
ふな

坂
さか

松坂　吉哉

出
いで

植田　健

尾
お

中
なか

栗山　昌之

角
すみ

上田　浩治

長
なが

田
た

小林　芳孝

上
かみ

中
なか

島
しま

宮﨑　靖彦

庄
しょう

一
いち

湯原　久雄

大字 氏名

庄
しょう

二
に

岩倉　準吾

垣
かい

倉
ぐら

宮本　善弘

畑
はた

浦
うら

溝上　和美

東
ひがし

丹
にゅ

生
うの

図
ず

栗生　幸也

西
にし

丹
にゅ

生
うの

図
ず

川口　和洋

吉
よし

見
み

林　幸男

下
した

徳
とく

田
だ

田中　利典

上
うえ

徳
とく

田
だ

中石　米造

奥
おく

徳
とく

田
だ

斎藤　秀一

秋
あき

葉
ば

田中　康弘

吉
よし

原
はら

向井　清

糸
いと

川
がわ

經田　和德

修
す

理
り

川
がわ

新田　清

宇
う

井
い

苔
ごけ

林　重治

松
まつ

原
ばら

和田　一夫

歓
かん

喜
ぎ

寺
じ

森田　善久

伏
ぶ

羊
よう

滝谷　穗積

吉
よし

田
だ

湯田　耕司

小
お

川
がわ

福
ふく

井
い

丸山　俊幸

小
お

川
がわ

上
うえ

野
の

髙垣　元則

小
お

川
がわ

中
なか

村
むら

三輪　敏郎

小
お

川
がわ

丹
たん

波
ば

仁木　靖夫

中
なか

野
の

和泉　保葊

市
いち

場
ば

畠山　定生

中
なか

井
い

原
ばら

栗栖　健

金
かな

屋
や

片畑　進之

長
は

谷
せ

川
がわ

上久保　芳彦

大字 氏名

岩
いわ

野
の

河
がわ

前南　秀造

川
かわ

口
ぐち

辻　勇

谷
たに

毛保　德秀

立
たて

石
いし

野尻　勇

彦
ひこ

ケ
が

瀬
せ

西井　一雄

瀬
せ

井
い

星尾　泰司

畦
あぜ

田
た

松葉　照房

西
にし

ケ
が

峯
みね

上
かみ

壽系　壽雄

西
にし

ケ
が

峯
みね

下
しも

大方　博正

中
なか

大北　義和

中
なか

峯
みね

川村　哲夫

本
ほん

堂
どう

西田　準一郎

有
あり

原
はら

鳴海　恒夫

青
あお

田
だ

黒岩　修

沼
ぬた

田
だ

大松　正夫

延
のぶ

坂
さか

下代　義秀

西
にし

薗
ぞの

庄田　弘義

尾
おの

上
うえ

保関　將福

小
お

原
はら

東本　匡晃

生
お

石
いし

鶴岡　一登

丹
にゅ

生
う

井爪　昌博

糸
いと

野
の

山中　隆男

下
しも

六
むつ

川
がわ

保家　勝則

釜
かま

中
なか

水元　雅雄

黒
くろ

松
まつ

岡野　秀樹

上
かみ

六
むつ

川
がわ

中井　理自

西
にし

村
むら

上野　博行

大字 氏名

粟
あ

生
お

新谷　篤司

中
なか

原
はら

谷脇　史一

川
かわ

合
い

則岡　宏

二
に

澤
さわ

坂上　熊三

北
きた

野
の

川
かわ

大前　末弘

三
み

瀬
せ

川
がわ

森本　啓司

東
ひがし

大
おお

谷
たに

新林　隆

二
ふた

川
がわ

浦西　幸良

日
ひ

物
もの

川
がわ

柳　隆次

境
さかい

川
がわ

柴垣　好彦

楠
くす

本
もと

竹上 昌宏

沼
ぬま

松田　壽夫

遠
と

井
い

柳生　総五

三
み

田
た

安井　督

宮
みや

川
がわ

谷口　和弘

大
おお

蔵
ぞう

硲　良明

清
し

水
みず

井上　喜代治

久
く

野
の

原
はら

亀井　治

下
しも

湯
ゆ

川
かわ

中西　理

上
かみ

湯
ゆ

川
かわ

山田　幸三

井
い

谷
だに

北畑　祥治

板
いた

尾
お

堂前　貴司

杉
すぎ

野
の

原
はら

上西　英夫

押
おし

手
で

柴﨑　孝男

沼
ぬま

谷
たに

中植　正富

有田川町区長名簿

【平成 29 年 4 月 1 日現在】
 ※敬称略
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月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 憲法記念日

□フリーマーケット
in ＡＬＥＣ
（地域交流センターALEC）
【地域交流センターALEC】

4 みどりの日 5 こどもの日
□ダンボール
　迷路を作ろう
（地域交流センターALEC）
【地域交流センターALEC】

6
□ パ パ（ママ）

とつくろう！
パパ・カレー！
（金屋文化保健センター）
【地域交流センターALEC】

7

8 9
□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

10
□ 3 歳 6 カ 月

児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

11 12 13
□おはなしマラ

ソン
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

14
□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課・
住民福祉室】

15 16 17
□ 1歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

18 19
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

20 21
□集団検診
（清水保健センター）
【健康推進課・
住民福祉室】

22 23
□ 4 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□いきいき脳の健康教室
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

□水道・下水道料
金お支払い期限
【水道課・下水道課】

24
□ 2 歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

25
□ブックラザ
（金屋図書館）
【金屋図書館】

26
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

27
□集団検診
（きび保健福祉センター）
【健康推進課・
住民福祉室】

□棚田ウォーク 
in あらぎ島
（三田地区・あらぎ島周辺）
【産業振興室】

28

29
□集団検診
（大谷公民館・
水尻公民館）
【健康推進課・
住民福祉室】

30 31
□第 1期軽自動車

税納期限
【税務課】

□第 1 期固定資
産税納期限
【税務課】

6/1 2 3 4
□金屋支部芸能

発表会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

5 6
□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8 9
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

10
□天文クラブ講演会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

11
□化石発掘教室
（海南・湯浅方面）
【社会教育課】

5月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

□集団検診
（粟生住民センター・五郷生活改善センター）
【健康推進課・住民福祉室】

□吉備地区戦没者招魂祭
（きびドーム）【やすらぎ福祉課】

□消費生活相談
（金屋庁舎）【商工観光課】

□集団検診
（楠本区民センター・沼区民センター）
【健康推進課・住民福祉室】

□手話講習会
（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】

□消費生活相談
（清水行政局）【商工観光課】
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先
人
が
伝
え
て
き
た
歴
史
あ
る
建
物
を
後
世
に
受
け
継
い
で

い
け
る
よ
う
に
、
整
備
改
修
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
方
々
と

検
討
を
進
め
、
昨
年
９
月
か
ら
整
備
工
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
会
式
と
合
わ
せ
て
落ら

っ

慶け
い

法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
の
会
式
は
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

１
０
０
人
を
超
え
る
多

く
の
方
々
が
参
加
し
、

中
山
町
長
、
工
事
関
係

者
、
行
政
関
係
者
の
出

席
の
も
と
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
整

備
改
修
で
は
、
建
物
の

傾
き
を
補
正
し
、
地
盤

改
良
や
耐
震
補
強
に

よ
っ
て
耐
震
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
建
物
が

建
て
ら
れ
た
当
初
の
姿

に
復
元
す
る
形
で
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
に
も
「
お
堂
の

姿
が
良
く
な
っ
た
、
き

れ
い
に
な
っ
た
」
と
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

去
る
４
月
２
日（
日
）、
蘭
あ
ら
ぎ

島じ
ま

の
南
側
に
位
置
す
る
清
水
区
西
原

地
区
の
西
原
観
音
堂
に
お
い
て
、
春
の
節
句
会
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
西
原
観
音
堂
は
、
西
原
地
区
の
高
台
に
あ
り
、
住
民
の
間
で

は
「
観
音
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
茅か

や

葺ぶ

き
、
ト
タ
ン
張
り
の
三
間
堂
で
、
古
く
は
西
側
の
山
中
に
あ
っ
た

極
楽
寺
が
焼
失
し
、
享
保
８
年（
１
７
２
３
）
現
在
地
へ
と
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、建
物
内
部
の
蟇

か
え
る

股ま
た

と
い
う
装
飾
部
材
に
は
、

「
船せ

ん

上じ
ょ
う

観
音
」
と
呼
ば
れ
る
海
の
中
を
小
船
で
進
む
観
音
様
が
表

現
さ
れ
て
お
り
、
図
柄
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

観
音
堂
は
江
戸
時
代
の
建
築
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
数
回
の
増

改
築
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
シ
ロ
ア
リ
被
害
や
地
盤
沈
下
に

よ
っ
て
昭
和
40
年（
１
９
６
５
）
頃
か
ら
建
物
が
傾
き
、
倒
壊
を

防
ぐ
た
め
に
鉄
骨
で
支
え
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
そ
の
整
備
改
修
が

地
域
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
25
年（
２
０
１
３
）
10
月
17
日
、
蘭
島
と
周
囲
の
景
観
が

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
、
西
原
観
音
堂
も
重
要
な
構

成
要
素
と
し
て
登
録
を
受
け
ま
し
た
。
有
田
川
町
で
は
、
地
域
の

そ
の
58

西
原
観
音
堂
の
会
式
と

　
　

落
慶
式
が
行
わ
れ
ま
し
た


